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①要約： 

この発明は、メタバース内に監視カメラを設置するアイデアであり、ユーザーがメタバース

から離れた時でも不正な行為を監視することができます。発明では、カメラの設定やイベン

トのトリガーなど、様々なオプションが提供されており、セキュリティや監視の面でメタバ

ースの利用価値を高めることを目指しています。 

 

②目的： 

この発明の目的は、ユーザーがメタバースから離れている間も安心して利用できる環境を

提供することです。ユーザーの不在時に発生する可能性のある不正行為や問題を監視する

ために、監視カメラをメタバース内に設置することでセキュリティを向上させることが狙

いです。 

 

③新規性： 

この発明の新規性は、メタバース内に監視カメラを設置するというアイデアにあります。メ

タバースの普及に伴い、ユーザーはメタバース内で様々な活動を行いますが、不在時のセキ

ュリティの問題が課題とされていました。この発明では、ユーザーの不在時でも監視カメラ

を活用することで、セキュリティを強化する新たな解決策を提案しています。 

 

④独自性： 

この発明の独自性は、メタバース内での監視カメラの設置というアイデアに加え、カメラの

設定やイベントのトリガーなど、様々なオプションが提供されている点にあります。ユーザ

ーは自身のニーズに合わせてカメラの設定を行い、不在時にも録画や通知などの機能を活

用することができます。このような柔軟性とカスタマイズ性が、発明の独自性となっていま

す。 

 

⑤経済価値： 

この発明は、メタバースのセキュリティ向上を図るための解決策を提案しており、ユーザー

の安心感とメタバースの利用価値を高めることができます。セキュリティが向上すること

で、ユーザーはより頻繁にメタバースを利用し、良好なユーザーエクスペリエンスを得るこ

とができるでしょう。また、この発明は企業の競争力やイノベーションの促進にも貢献しま

す。 

  


